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第 10聞 住教育フォーラムの記録
i俄 (I!J) Wie総合研究jlHJI 日数行委II会

テーマコーポラティブ住宅と環境学習の簡を読む
子どものn線からの住まい・1:1環境づくり

-日 時 1 9 9 5年 lOJj31U(火) 守後 6時 3()分~午後 9時 30分

・会 場 t主主主総介研究jlj日1 会議京

・講 演 三三浦史郎氏〔象地域Ifれ 1) 

主語藤 安弘氏(名城大:'ÿ: ~Il! J 学部教授 it総!i)Ht.~生y!岳民会査員長)

-コヂィネーター

77シ'17-1

東京学it大学教育学部教授 住総研tt教荷主E民会蜜民 小j事紀)吉子

千主主大学闘芸学部副J子 N 本ド 4月

N 筑波大学附属小学校教諭 ノ/ 111 r lfJ Jj' L¥T 

-記録 跡見学問女 F大学説JVl太学部助教授 N 加藤 十美

・ 参加者 主主築系・教ff系などの日?究者・実務行、並びに大宇院生・学生、

まちづくりなどのim動家、関心のある j婦や尚校11'.の)]など 17i'， 

-この「住・まちづくりフォーラムかわら版j は、住教育フォーラムの開催記録を仮に

まとめたものです。将来、何回かのフォ ラムの成県と、各委nの皆さんによる研究

論文を合わせて、書籍として刊行する予定ですので、ご jお待干さし、。

-表紙デザイン、裏表紙カット 倒j出万里子

・編集・文責=事務局 間宮鴻刻、小菅寿美 f、平井なか



0延藤今羽j立、 「コーポラティブ住宅と性環境学習の慢を銃む」というテーマ音掲げました。コーポラティブ住宅の概論はあ
えて書きたいと思います。
住学曹と切り結ぶというような視点薫立てたことには2つあります。 1つは、多〈由コーポラティゴ住宅は、子どもの目線か

ら住まい環境をデザインしたいという短い自在持って事が進められております。背景には、現代社会田子どもが、いろいろな所
でうめいているその状況を単に批判するのではなくて、住まい環境をつくるという行為を還して、その問題を乗り越えようとい
う意味で、コーポラティブ住宅由実接的成果の中には、子どもと濁りの環境との聞に謹密な隈係性が見えているものがい〈っか
あります。
いま 1つは、コーポラティブ住宅を遺るまでのプロセスが、住来由専門軍だけでやる造り方ではな〈て、住み宇田軟らかい行

動から始まって、楽 Lいアウションを連鎖させながら、だんだんハードなデザインに韮るという、そんな進め方をしているもの
がよく見られます。桂々の生活直でも、そのエネルギーが継続されて、子どもが楽しい経験の中で、いろいろな環境、住まい、
あるいは暮ら Lをめぐる大切なことに目貫めていくという、そんなデザインのプロセス菌に、環境学習のプロセスと相通じるも
のがあるのではないか、という視点です。
本昌は、東の方から三鴻さんにお揺をいただきま Lて、後半に私が酋由経験について触れてみたいと思っております。コーポ

ラティ 7住宅を掛単iこ言い古すと、 「住み手ありき型Jと、 「土地ありき裂Jと2つあります。三浦さんは、東京都葛飾匹でコ
ーポラティブ住宅を‘ 「住み手品りき製」で、いわば子どもがワウワヲするような状況を引きずりながら、住まい潔境をつくっ
ていくというソフトなアブローチを丁寧にたどっておられるプランナ であり、デザイナーであります。
後半には私が扇の状況をお伝えして、全体を還して議論を皆さん方と共に深めてまいりたいという筋立てで進んでいきたいと

思います。

⑬コーポラティブ住容と環境学茸の周を諺C

IllII rn~lìlII.lillI illllllll "内科刈物制ji

議愛融緩設針 m三吉巌盤解底
0"三浦 象地域[(>tiHのご三浦です。 ウラフトft人でもあり

ます。ウラフトというのは、象地域設計で応援した 2つ

Uのコーポラティブ11'，宅です。いま、 01藤先品の)Jから

お訴がありましたが、なぜ住み子ありきかというと、 I

i也ありきというのは、多分企画先行と~¥うか、仕事とし

てとらえることが多いと思うのです。我々は、どちらか

というと、{上引としての関わりよりは、住み子の人たち

から、あるいは哲一み子の人たちと 絡にやることで、自

分たちも多くのことを学ぶことができるし、 絡にj感動

を共手jするというおまけが付いて、なおかつ11活もでき

るということで、 石二日なものですから、れみ弓あり

きということを選んでいると，;えるかと思います、

.コーポラティブ住宅とマンションの違い

JJi;々がイ}じをはるときに、例えば、公円、公1，11、公目、

あるいは 般の分.ii~マンン汀/、それからド lliてという

ような、所得際関jJfjのかiflというとらえ);があると思い

ます そうしたli)fj!J肘Jr'llJIJのかH上というのは弊主を '1み

lJlしているパどういう問413かというと、 i患いを峨って桝

化するれあるいは、 Ji[，'i((Jなi州1ft級、みんなI~iJ じん
!iiJを!ilJいた悩納長立で、ある持のι正uを得る、そっいう J見

当を11みtBしたと"っても過"ではないのではないかと

}，!!，ってL、ます I こうした年えんが、し、-)LlJ叶iみ子にJ三

rlJi(10には ~~d:透しながら、本 f干の!析では、いつの fllこかぬ

1.11する対象として集合H'tを見るということを多く値え

付けてしまったのではなしゅ、と思っている所で寸、

象地域J宣言iが事務局になって、 |コーポラティブ{主'亡

づくり友の会 を1983年にスタ トしていますの例えば、

いま私の子元にあるニュース31勺を見ますと、ウラフト

という所に住んでいる小学 3年生の作文があります。

l侠は、イフラフトに来ていろんなことをしま

した。クリスマス会やゲ トボーノレ、そばjJ

ちなどがあってとても殺しかったんです。今

度はイロJをやるか来しみです。このごろは、連

会みたいなことはありません。でも、また何

かやるかもしれませんO 僕は、毎日宴会やパ

…ティがあるといいなと思いました。でも不

思議です。なぜかというと、ウラフトのおば

さんやおじさんは、会ったばっかりのときか

ら、ま11り合っているみたいにみんなと話して

いるからですれ僕は、もう引っ越しなんかし

なくてもL沌、と思いました l

この絞後の、 I 1尭は、もう引っ越しなんかしなくても

L叫、と思いました というのは、多分什分たちの作活を、

いわゆるおに合わせながら芥らす、自分たちのJ.jj;1iが膨

れてくると、どうしてもその生活の場所長路さなければ

いけなくなってしまう、といった実態が以後の 11Jにa'r
ているのです〉

私たちは、何度も引っ越しをして歩くということでは

なく、ずゥと長く甘み続けられることをliiJiMにしなけれ

ば、コミュニティというのは良好な形で背たないのでは

ないかと考えているので、コ ポラティフ臼℃という子

法で、多加J1Wの、しかも自分たちの手づくりでやってい

けるという、そういう住まいづくりを提案して、

お子{丘L、をしているということです。このような了ども っ
たちの延揺れ拾の、うつぶやきが、 |コ プ住宅づくりニ M 
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日
図 rコープ住宅づ〈りニュース」

コースJ (鴎 1)の表紙には匂1"1のように絞ります。そ

れを私たちとしては大事にしたいと考えています。

コ ポラティプ什℃とー般分泌マ//ヨンの泣いは(可

なのだろうか"yJljにコーポラティブに限らす¥分譲マン

ンョンでも、i>I'の良い11 み T という~，ミl刊ができるのでは

ないかの 巧扶そういうi9rはたくさんあるとJLLいます ο た

だ、途いは何かとパわれれば、空間のコンセプトと言う

か、住み介うことをデザインしてJf~になっている。つま

り、みんなが}Ii}'し、H由良く集まれる場所、これは、いわゆ

る集会主主ということではなくて、 ill物、あるいは敷地、

あるいは敷地の応場まで合めた形で、みんなが住み合え

る、共和}で物事が進められるとL、う筑間のデザインが、

何らかの形で叶t}Jからもくろまれているc

それから、ソフトの)jですが、ヰi;r;のルーノレというの

は、 般にマノションの幼合には規約になりますが、モ

ういうノレ ノレも、集合剖こじで決しく 11むということに対

応した形で作られるのがコーポラティブ11'じです 寸位

の分譲マンションの続約では、どうやって上子に竹引が

できるのか、どうやったら危険がより少ないのかといっ

た守りと"うか、j'ifJの所在をきちんとさせなければい

けない、そういうジレンマもあるのでしょうが、どうし

ても戸べからすっ立JになってしまってL、るじ〕がスタート

の段附にあると思います。その後、特瑚剥l介などで、い

ろいろ討議をして変えていっている所もあると思うので

すが、スタ トは、空間についても、生活のノレールにつ

いても、楽しく目むということに対応してい

ないというのが、コーポラティフゃ住宅との違

L 、だろうと思し、ます一。

公[剖の集合住宅巡りには、初期のJiも含め

て、決別づくりにかなり工夫があった、とJi!

ています。それから、長い槌み要ねが良好な

コミ zニティを育てた所も世なからずありま

す。割、も、し、くつかは知っています。ただ、

そういったものを最近の建替え11宅では、ス

ケーノレアウ iも甚だしい、超高WJに近いお艇

の縫物で、 1つ iつの住宅のクラスターとぷ

うか、特.;J主が!言i<、コミコニティを育てるの

にちょうどJ1ll、形になってないと見受けられ

ます。そんなこともあって、コ ポラティフ+

住宅の場合には、そういうハード、ソ 71の

而で一味遅う、[どもたち、同時に大人たち

も育っていける環境づくりができているので

はなL、かと思います

-自分を匁iる、他人をまuる
コーポラティブIlむのスタ 1.0)引からそうですが、

いままで、 '1まれも (1ちもすそ昨日投う、 H;U克もi主っ亡、五

品、の形態もずっと波う人たちが 絡にそiミまって11む).い

うことになるので、まずIi分子知!るということ、それか

ら他人を}:IIるというニと、そこかりスタ トするという

ことがあると思います そi1が、 fどもたちにもそU)主

まの!巨で受け縦がれていきます すべての11み fが、家

族の延長として;.らえられている fいうのが、 t日常な}

ミュニティのJMi盟となるであろう L，IJ!，いま寸

そこには、 '1的自の京族的11，)眠、つまり ijtJJめん幻、い

る、あるいは正とものし、ないjJカ九、る、あるいは、いわ

ゆる様車山市カくある、 ffR山のうちがめる、いろいろま

肢の形態が様々であるということ{】暮らしんにつし、ても、

相jl]川、人から、夜巡い人までいる。会μに行かないで、

%:の中でイ1:/れをしている人も合めて、いろいろな職y，の
)fがし、る。そういったことは、什分の家族のιl'だけごは、

つまり、大人というのはこういうこと告やっている人だ、

という感覚でしかとらえられないのではないかと思うの

てrすO そういう部分が、複数の家族を過して、そ，'Lから 11

"\I~' の遊びだとか、そういったものを油しながら、日!曜日

にいるお父さんだとか、 JJII話uにもいるお父さんだとか、

いろいろなことがわかってくる。つまり、お父さんとい

うのは、日曜日にいる人だと思っているのが、|持のおじ

さんはしょっちゅういる、というようなことがわかフて

きます。そういうことと自分のうちを対比しながら、 J!l

いの小で臼分の生活が認識できてくるのではないかι

また、 -11寺町jにハンディキャッブをもった人だとかあ

るし、はずっとi、L、ことハンヂィキヤ)7'1こ円しんでし、る

人もたくさんいるわけですが、そっいった生活がどうや

って自に均虫i'Lるヵ、。 布、たち治〈小さし、ときには、そうし、う

ことがほとんどなくて、大体が人前にU¥てこない生前を

していた。コ ポラティブの中どは、それが.k:hになっ

てちゃんと生出ができているしそっい寸たことも、 11分

たちの!Uliの'1'で、追いの認識と"うか、ぁ。いは共通

点、の認識というようなことで変わってくるのではないか。

それから、 正ども、あるいは大人、それから子どもた

ち、大人たちという形でつながりが非常に}ム〈なってい

くという地域との関係もあります。

-みんなで確認する
その次に山てくるのは、 「みんなで耐認し令う|とい

スライド 1 十方書憲章



うことです。つまり、自分以外の人たちとれ分との附で、

Mが令息[できることなのかを隙認するということだと氾、

いますの

十方曹という jljrでは、生活の土U%'JIま持っていません

1--I)j合滋京!というのが規約に当たります(スライド

1 )【 Ikめんとしては、 UifV支を除いた iJ iと力いた 4

つのことがi&;{れとして11分たちのj七hiJ'I:.iliのよりどころ

にしているわけですじこれをザッと読んでみると、 |そ

オ11は孟そう fだごよ才ね01とifll誰1世iでもそう忠うことfごと巳Hし、ま廿す→O

集[凶11という!形巴でd怠志;古と

うのは、多分 ;-: -{旬3リJ1'¥ 仏L、i炉例口吋iしといつたことにニだわり

も合めて、 20人とかそういう人数で討議すると、どうし

てもなかなかまとめにくいということは、ユミ持誌の経験と

してはあるわけですn それでもなお全員でぶ l{fl、をし

て、こういう形にしていくという所が、よ;拡大きい也、味

があるのではないかじこのことは、その後の共いj生活の

よりどころになっていると"えます二

みんなで隙認してスタートした生活がどういうふうに

されるか。例えばヲラフトでは、 fどもが15人いるので

すが、入品i時の年齢で l 抜からはÞ;~(' H-.で1]うと、 14歳

ぐらいの迷いというのは、お人兄弟や7人兄diというと、

こういう閉さはあったのですが、紋近はあまりそういう

ことがない。こういう呉年齢で外で遊んで、あるいは、

うちの中ではいろいろ教え合ったり、 l而仰を了見たりとい

うようなことはあまり行われていないのではないか。そ

んなこともあって、 ;-1民年齢集団j という所に lつ特徴

を見付けました。

子どもだけではなくて、大人の方も 33~49品L。これは

入居時ですので、現在は 10成ぐらい~í-]が行っていますコ

そうすると、 14歳の子どもは241長になっていますし、 33

肢のお母さんは43歳になっています。そうすると、その

比率がだんだん小さくなってくる。比較的!Ij丹が、子ど

もと大人の聞に世代のギャップというのはそんなに氏き

くlJ11てこなし、というような専らし)j在時々はること治、あ

ります。そんなこともあって、兵斗齢集IIIの中に、子ど

もと火人も 絡に入れてみました。

ウラフトの中で、 「たくらみ)を持ってやるイベント

には、もちつき、芋煮会、お祭り、 111登り、スキーへ行

ったり潟水浴へ行ったり、というようなことがありますハ

旅行やχ掃除、枝打ち、あるいはベンキ塗りをみんなで

やるとか、ソフトボーんだとか、外の人を連れてきて、

誰それきんを昨iむ会みたいなことをやっています。それ

から、特にたくらんでいるわけではないのですが、 iな

りゆきjで泥んこ遊びゃ花火、そば打ちだとか、持ち寄

り大会。 f~i'ち寄り大会というのは、なりゆきで「今 U は

絡に食べょうか」と ;iうと、 fじゃあみんなに戸をか

けよう Jというので、みんなが i品ずつ持ち寄ると、給

機豪勢な食事になる。

ほかに、 lアクシデント」として、水道管が破裂した

り、給水ポンプが故防したり。通常であれば、どこかへ

文句を言おうかという話ですが、結局 IJ分たちでwさな

ければいけないということに気がつくわけで、それを、

子どもたちはちゃんと見ている。つまり、子どもたちの

白線が、いつもこのリ活の中に向けられているから、い

ろいろなことを言葉で呂ったり、丈字で表したりしなく

ても、その行動を見ながら子どもたちが育っていくとい

うことがあるのだろうと思います。

食あたりというアクシデントがあったのですが、こう

いうのも、どこそこのおじさんが食あたりになって、ど

こそこのおじさんが階段から運んでくれて、設が単で述

スライド2 十方書婦人の会会合田様子

れていってくれてとし、うふうなリレ 告fどもたちがは

でちゃんとはている ノレンl.::t 、う AjJ~L午くなった!--きも、

その犬がその家庇の中ごどういう h'i_lf;を出めといたかと

いうことも、みんなの佐川の中で知っていくのです。

ここでスライドを少しはたいとιu、ま「。

十方会
ー十方舎のflia人会です ν JJ に JU'J土 I~I' 11の仮に、こんな

ふうにして奥さんだけで集まって、持〈叩jけに近い時1mま
でいろいろ!活をしています(スライド2)。苧 tのilLI:I

かb始まるらしいのですが、故後は、 Hiてと"し、ます

か、教(iのこととか、，-校のことだとかという i;liに終始

するよってすすっこのuどま勺ているJJ，}所は、この方の家で

すの たまたま、このときは8人山ょうですが、 10人とか

20人ぐらいがリしまれるような→j口/は井おとLにあります。

集会京は巡ってないのです。

嘩町l' 必の!UII 部分ですハ公i泣から、これだけのJ~J日活断i

がありますο)1おに大ιj計二位ヲています r掃除も、了ど

もたちも 結にやっています rどもが絡に1'rj!除告す

るというのは非常に火きい Q~IWがありま q-() !l士らかおな

くなり訳すし、きれいにするということを、 11'，¥1¥'的に努

めるようになります(スライド3)ο 

.共同部分はここしかないものですから、通路にンート

を敷いてがii);(会みたいなこと号ゃったりしま寸{

・当然)七月11m分だけでは込らないので、 J品尉?のJnこはみ

lJ5ます。相乙は、あまり車も米ないものですから、記i路に

はみ出てtJiきぬを焼L、たり、飲んだりしています。

スライド3 共用部分の掃除(十方書)

クラフト
・松戸のウラフトです。道路から、引き込んで人ってき 5 



てL、るJijrは、舗をkはしなし、とし、うことで 1.0)ままにして

ありましたりだけれども、それだとぬかるみになってし

まって、似のl::きなどはなかなか本きにくいということ

で、 Jt< 19iだけ'H止を敷こうではないかというので、み

んなでやり始めましたっ

骨令部にず似特徴'1;lil1fめてし"わないご、本吋に;J)くJ9r
だけにし亡、そのほかのj州立、介にかく tN.んこ滋びでき

るようにしておこうと(スライド 4) もう U:ももだ

んだん太きくなったの℃、いまは、あまり泌んこ遊びを

やりたいと思っている fどもは長なくなってきています。

そういうむ味では、u1物、あるいはmJi!1は巡りす吉ない

というのも必笠なことなのかと思っています v

@大人たちは、そこでは;くをたいたり、そばのli.Iから採

ってきたタケノコの皮むきをやっている《

@うとoんだかそばだかを総ったり寸ることになれば、子

どもたちも 祁になってIHときて、雑然とやる。

申そういうふうにしてやっていると、道路をiillりかかっ

たよそのおじさんとか、知iり介いとか、地域の人たちに

75をかけて、日子ぷと入ってくるというような形で、だん

だんにぎわいができてくるの了どもたちも…絡になって

やっている。ほんの狐の綴ほどですが、 1lEいブJとしては

結構いろいろな使い万ができる。 仁j由がないと峻くより

は、いろいろな工夫をした)fがし功、だろうと思います。

あるじゅ
嘩これも矧じコーポラティフ11むなのですが、形態は賃

貸型ということで、技々が仏、j足したのとはいちばん新し

い所です。この吋i時'1まれてなかった fがもう 2人，[ま

れました。いちばん iの fがもうJ;.::'，?flです)ここもか

なり大きな:'II総主がありま寸。lHし寸ーを利111していらっ

しゃるプJも2人いるもので苦から、 fどもたちはfわさL、

ときから、主しがっし、たときに、こう L、う I'iiJじ 1ミュ…デ

ィの中にいろいろな形の/佐川ιがいるというのが、みん

なの中ではごくさ1たり前に、ぷlflにすんなりと人ってい

くというような状況だと思います(スライド 5) " 

そんな 11 出の 11 二IJ 在、太人が'~しんでいるということ

があるのですが、大人も子どもも 絡になって来しみな

がらやらなし、と、 /克'ii't的Y拘jに，j誠託叶i世11かbが、カが〈教える、 J説tカか、カが、i仰存吋lうみ

たいなロJ誌J品;T-(は立 i長ピ社~J~ きしないUの〉で lは立ないカか、と思いま

の r小!ドi で lは土、 ~r，ÿj:!.t O) 十のほんの小さなjム上誌でも、大げさに

6 スライド4 泥で遊ぶ子どもたち(ウラフト)

スライド5 あるじゅでの交流

言うと出会いのデサイ/{~ ~-i うのでしょ 1 か、付み fT う

ための大'1'なイIjJHjとして、そういった出が日 常的に定

着を持たれながら、きちんと明日~利JII されている、 ì;riHJ

されてし、るとし、つのは、 iリjらかに参加明でi21られたコ

ポラティブ杭じの俊牧性だろうととらえていますり

もう iつ、ソブトな部分で， iうと、 11み合うというこ

とを前提にして集まってくるという徒会1i宅、ブjを合わ

せる協同で、{可か iつのことをやっていくというような

マインドで、 !dJじ時期1に共通の諜題、共通の昔労、ある

いは共通の感動を共fJしてきたコーポラティブ11t;、コ

ポラティブ11宅.il主りの湖れzで形成されたコミ 1ニティ

だということが、 11常'1抗日のかなり伝版し合えるパ…ト

ナーという認:uaを制 11に持ち合っている。それが、多分

いろいろな場1m'てIUてきているのではないかと考えてい

ます。

もちろん間六時中ベタベタしたコミュニティというこ

とではなくて、もちろんお測を飲んだり、けんかをした

りということも当然あるのですが、そこには倍新し合え

るパートナーである、というような位武村けがあっての

言いす叫、だったりとかということで、ゆくの 11にはやl'凶り

とぎいますか、話ができるというような関係が、ヴラフ

トの場合で 9年、十万害」いう所で10:;-1、クリブという

所でもお:'I_I給与し、てきています。

そういうjiJrで相、1，身も非らしていて、とにかくやすより

も 絡に暮らすーという弘山サ品が、最後の11が去にはそこで

大丈夫だという安心感がありますり fj日の'1一治を、子ども

の目線で見て t学んでくれているのではないか。私たちも、

子どもたちからたくさんのことを学よ、ことがあります。

コーポラティブに11む子どもたちは、例えば、子ども

劇場というのを地域でやっているのですが、そういう子

ども劇場のリーダーになったり、学校とか、自治会とか、

生徒会などでも、物事に積極的にか泊、わっているという

ことを開きます一。私たちは、まだそういう分析をしてい

るわけではないのですが、きっとこれはコ ポラティブ

甘宅巡りの、こういう益活山中1:符てきた、信調I!惑に主主

ねちされた自{言だとか、そういうことがあるのではない

かと思っている泌です。



づ色土成大学工学部放投
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主にスライドを泌じえて、本:11の主主互にlilJかつて、 n体的

に皆さん);と現地で叫に宅えるというようなやり jJで進めさ

せていただきたいと思いますυ

震璽盤盟関圃園事費班活審問湿潤育問曽野寵誼溜E
ユーコートを通して考えてみると、日常の櫛々の暮らしの

中で、子どもたちが{吋かj詩りの滋境のハード、 /7トから、

いろいろな益分を吸収していくためには、まず第[に、老治

男女、いろいろな悦代が交流できるという[世代交流のコミュ

ニティが形成されているということが大'jCなポイントである

ようにjどいま「。

それとともに、いろいろな!引にが父流し介う、続々なj;総

な活動を受げJlめるみんなのμ)J，}、 J~JIJの平問、コモ/・ス

ペースをlEかに守る。そして、この共IIJの宅問に可能な限り、

この附い人工物を波うような緑のネット、Ii然の環境をそこ

にffててし、く。みんなの丘、場と、f:iliに触れる r1然という、

この弔問の1"1り}j、r1然のrf亡jJというのが第 2のポイント

であるように思いますのそうした!UIJ竺[lijを都台にしながら、

子ともたちがn立的な災年齢の司、トIJを形成していくというの

がtn3のポイ/トです。

併せて、こうした環境を舛台にし、そして正どもたちの1'1

発的な活動を立探するλ人たちが、さりげなくは'.fる、そう

した，Qとfの紫阪感告はらみながらも、あるHCf).x綬の関係

カ〈さりげなくiJlujlJられてL、るハこうしたt'i々 なファクタ

は、おliいに1'111j 1'1: JIJを起こして、ユーコ 卜のコミュニテ

ィに自然発生ぜjな、あまりきちんとしたプログラム化はされ
ほ弓か

てはおりませんが、 JI'i廿に軟かい環境学科の仕掛けが邸主主的

には見えるのではないかと思います i

ーユ コートの訪問JiJの11ま

いは、京都の科書ijJIのある所

から 3、4キロ内へjJった洛

E~ニュータウンにあります〈

申ユ コートというプロジェ

クiは、アルファベットの

i U Iの fを品1くように、コ

ート(中腹)を問んで3階、

4断、 5附という集tdt'-eと
して造られました(スライド

3，300m¥ジャスト1， 0001'fの

敷地で符総本155%ですからな

かなか鮮度は高い。

ーしかしながら、)ム々とした

みんなのは、品川、tiんI-j:lにかi>>i~ 
っています。 qf.は、このill物
の込元のピ口ティ:4:1悶に48合

分、 100%i貯けます〈こちらから出入り昔るので、中庭'J}:HU1，こ

は一切 I![は人ってきませんn いわば、 tj{の{r紅をかき消すと

いうことて、 fどもにとって、時zのiJljjjから開政された II片!

:-<}f.!出です。

.ユーコートの f どもに脆いてみますと、1'1 分の f ども t;ll)á~.
はI1分のもの、よその fども部品zもfI分のものと"っていま

す。 rども部品iチェ ノというような、 iつの fどものIUll
?空間がつながっているという、そういう述続性をねって組み

立てられ、そのソフトの仕掛けがおのすζから~!み 11\されてい

るというのも、印象的ごす

ーいろりのあるヨともあります{これは、お父さんが子どもの

ころ、いろりのある暮らしをしていたという、その思いLU(f) 

弔問化 rす 3 品iかし、火が燃え立っている場}引に fどもはよく

出入りし、 i指にご品(を食べたりします。

.rどもm)J;~~ は、この小民架空間に逃られています そこに

至る階段は、J.jtの町民でも~われていた ríï階段(;j:iil立)という、

階段と収納を兼ね合わせたような、泌氏の建築(!<J知i忠を現代

の住まいの中にI1三かしています。よその子どもがしょっちゅ

う火の品iりに来て、そして仁がって、ノ¥ji哉のような奥のほう

へ行って、主hきなみ;を了間ける。子どもにとって和'JTjjメー i

ノレのありきたりの凶角い誤聞があればいいのではなくて、子

どもの心をワクワクさせるような、 ~WJI'I\jな、立外な京!l\Jが
あっちこっちに振り付けりれているということがよ iiなので

はなし、かとιH、ま寸。

唖ある家には、 3枚のj謝J く世があって、日'.:l~îlせには子どもの

i控び場になり、 Ji'IJ市町jには、このようにお茶附になるよう

な、いろいろフレキンブノレなノト問の使われ方がなされていま

す。近仙のおばちゃんから、お;rとのたてjJ、欽みJi、hil、を
教わるとLい、う、 i近li工問隣iの」そ

いろいろな支均知11恋TやJ、伎やイ1
Z一コ 一一~，.~\工 入ι咽法を身にIJけてし、く憾会に

-r~; 幸~恵まれている{-どもたちで
~ す(スライド 2、次ベージ)

ーユーコ ト48世仰のヂザ

イノi品位では、パノレコー

の閲を納てているのをやめ

て、子どもたちが白山に遊

びに行けるようにしようと

いうことで、主 4きノリレコニ

ーにしました。

ー共和!の挺には日LJ季折々 、

fどもたちの目を恋しませ

るような生活ン ノが織り ー
l 成されています 7



お

スライド 2 お芸覧会をとおしての交流

監
スライド 3 ~主年齢集団で遊ぶ子どもたち

轡 fどもたちは件'r!廷をトりてきて、 })IJの附i段をトりてきた f

どもと 1.1.¥会って、[[々 偶発的な出会いを亘sねていきます、そ

うした出会いの体験が草なっていく中で、おの rから)'己判断
の子どもの集同が!:Iみ/.J:¥されてきているということです(ス

ライド 3)。人と人の111
1会いが高まるような京jt¥Jitl凶をイHli

むことによって、子どもの[11界に、['，[)'[{I~ な子どものグノレー

プ形成を促すような、そういうハ ドからソフトをむ卦トける

ようなぷ味がここにはにじんでいるようにιu、ます。

織と担JWりをする子とも、そして緑の誕の裏側に虫をJoj，jける

子ども、長1の泌さに命ある干了札が見えるといった総数が、日

市作活の中で繰り返されることで、 lW科嫌いや、生き物MI!い

の fどもも、だんだん吐き物好きになっていくような、自然

体の学制のスタイノレがここにははられまず。

申ユーコートのiCJ皆を打ってみると、見事に年iドどこかで1お
が咲いている、非常に高指J立なほ涜ですが、 1モン・スペー

ス、共同の筑間に命が宮、づいているという場所に肖っていっ

ています。

鶴子どもは、ときにはオエノ口イ1Eをちさってよ岳ぷη それは、

ちぎって遊ぶ楽しさであるとともに、五:をi世う業しさでもあ

ります。例年春先には、共i可玄関心アブローチ際に花を揃え

ますが、いつも F どもたちが踏みつけてしまって、~，茶けて
しまし、ます→。しかし、ここのj込人たちは、 Hじることはしませ

んでした。

@あるfドの春先、今年の子ども会のJ!l.i;if;を寸ることになった

お父さんが、子どもらに呼びかけて、 |今ijは太人がやるん

やなくて、みんな子どもでやってみょうか i と、 fどもをj集

めて、ここに1EをMえました(スライド 4)， 

@その::I.t、観察を続けておりましたら、この年はずうっとこ

OJnJ-J;}iにはねが、 iEが純パ ωニri:Lt.， 1) ;)::' -!!:;;し 7ーした ((!.' 

もを了、 1I1Jをしと lよし、りないモいう fl~ !I.O))II. VI止に Mいやるので

はなくて、主fしん(/も [1んかィ七世([でる、 モし CIijiムωも

のに )I，}，己 M~/.:J_ 付主 I11めとしぺ r l 、う!日jV(:)J{i1~ 七，亡し、 J

わけてす

嘩百!I!にIJ、こ U)J-)に f どもたじのj足取によ 3 し、 ~~'JU

チュ リップ亡ユーコ ト止いう ib文 fがァザインされまし

亡、六人も .\~í; き ζ したし、 <hUI にノン i スノ}'- f. -;:"1)" 
イ) もひ〉くり ιIIこ{ についう 1，1;1011'0，):や j、人U叶日，'，ぜ飢

える、伎を出jえる、ぺんなf!)、が、 f ども['[らによって j)t!~

されているじ fどもがu')誌の1I治改域的中で、総に対しての

愛活栓深めていく、その自献なプ口セスが、子どもた丸にと

って思し、がけない発必やイマジネーユノ"ンを I~ ;Jめるこ Jにな

っているのではないかと思い正す。

@子どもたれは、私jLから秋深いころzてで、-;;拡に出rjJ'か

わっていまオ~ :0i-61り昨て"I;t、池IHJ1わしいから、 :i';，'JIドが太

変だし、 fともがはまって死ぬかもわからんかι、やめようメ

いう広はがありました，

⑧ノj(IJ危険だから取り}る Iし、うのは、 j、人出版!な先住で

ありまして、むしろ、このように fどもにとってJ}jliな昭治

にかかわれる、 1Iきた/主があるとい 7ことはとてもA:'llなは

成!))!.ぷではないか、ということそ七、えてくれどい;;J(~.l~j，いま

す (λライド 5) < 

.'i/-t:VIといフ山亡I:l、よそのλ人は、J/iJりの fどもたもの

林 fをそっと比l'ヴてやる、いわlよ1"Jュうノレ・トベイラ

ンスと"し、ましょうか、 nw、1，:t，，3Iic:いう、人間関係長テコに

しながら、 fどものljj吊引!叫にノjえを{紅権昔ることU)必世刊と

可能十世を見せているような討がしま"

スライド 5 中庭の，告を阻んで



λライド 6 ユーコートでの犬の散歩

スライド 7 和太鼓の練轡風景

・油の符:lInというのはよ人がやっているわけではありません。

火人が支援しますが、 fども自らが、池の作邸や世話にかか

わっています。 煩わしい1j'(~IJ!.が、 J どものと恥しい遊びにも1ヒ

するのも、子どものI. H~Fかり、位まい、まちづくりを進めて

いくときの iつの不峻ごあると巴H、J-，。
・ユーコートをittる段階では、いままでの集合住宅は、分譲

も賃貸もーしiJベット売を止になっていました。けれども、あれ

はおかしいのではなし、かという議論の末、飼うことが臼出に

なり、今円では犬が6!L~と猟が 9 版、この 48 W:社?の 1mに住ん

でいます。犬は、制っ亡いる子どもが散Jj..':させるだけではな

くて、よその Fどもも故歩するという、いわば lコモン・キ

ヤッ 1，_-コモン・ jックJというような11総みが北まれて

いるのも雨1(:/いところです(スライド 6)。.c計どもたちはいじめが大好きで、特に小さい7は:JIWを見付

けると、絡切れで突つついてi控〆i、わけです。でも、いたずら

をしながら、命あるものの危うさを泊に知るという、この3主
体的な体験が大事ごはないか。行きすぎたことをやると、年

j乏の子どもが凡邑:します{そういっ滋味で、 Y4:i.j:-HnのJtlJIの
中で、 Itき物とともに引きるという、そういうスタイルがな

んとなく身に付いていきます。

・ 9 制が共働きですので、 ''?~li?保 (iをこの集会所でみんなで

迎位して、ヅレ リーダがJiIわれていますヤ

・集会所は荊i太蚊の和k況のIJ，jになったりします (λライド7)，

.ハイオリンのj手な子どもたちは、よその京仰の1'11楽訟の

プロの!Ut!と→絡に、そしてlilJじユーコートのアンサ/ブノレ

の仲間たちと演奏会奇骨此の前で披露するといった創造活動

にも来りIJ)しています。

.夏休みになりますと、人形劇が、子どもたちの笑いと共感

を議うようなイベ/トになり、集会}~I が、 J白域紅会J .'íJ illの f

どもも"'/びながらの来しい坊にな}ていきまサ

_:0:の当くりのときは、お仲間をみんな亡作る Jどか、ユーコー

トのお祭りをポスタ に幼いて、j.ldiLlに貼っていくとか、そ

ういう，-(1'備的活動そみんなでや:~点す

・お主くさんたちが ~t り 1 1\して、 t首長7剖iみJてる

・それをそばで見ながら、 fどもた九r1 心、こうしに来しい

お祭り、 11']にやJjj、長fI')1げていく、リクワケ 4-心よ)む凶

場目立でにJ品た点れたブ u-l'ス;こi止を"げい亡し、;1'4
-ii完全りのハイ)!トは、什 1(1むの日ころの if;~'-rl の J& ;.j~手、

月J りの j出Jd~H.l(と Jlに楽しみ什 j 、というょっ江崎にな 3 ご

L、きま j"，

・また、少 )JI;t! 11 〆(\Ý去のi1~ j~ ニミがuわれまし ζ 、ノトさむ (r'

もから A人まで、，'，討父 11 の I;~O)-I も;'1(，じヲ亡、こうし i: fll!、

故のUQ::5t-?:___lJf涼しま寸〈

@ニュ タウンむありますかり、 j出1&11.;:に似さした 'Ulrjx.. 
化がなし \JiJl- T- 、 1 1J~if r-イ11りのお1'1'仰を一、 f-，Jいもと伐と 1庁に

なって作り、黙々とJ也J品を繰り!)-さ、 JlJ.こJ世Iddこ似さした立

化を起こしませんかといったこ /:U、jllJも，，{iりま 11ん{

・また別のけには、よそのお父点んが、 njjU)--jどもをのて

上げたお之さんですが、!日りの(-どもをなーめ Cki~ 之 J11:' お仁詰

んにな 3 亡いま ，t"どこのJ山城でも、いまこんの uもはフ

ァミコンやテレビゲ ムj11Iげになっておりますが、むしろ、

子どもが行つ過刊で、仲間jととっ組み合ったり、 lゃ水、紙

とたわむ、れるのが火 jもだということで、まるで 月il似11111
や、 |純白bkJ古，-，のような役;1;11をするノーン守ノレ アンクん

としての役川を来たすお父さんが、 1'1然発ヰI'I'Jにリ?'}H¥され

たりしています〉

・また、おばあさんは、あるJjの長祭りの山に、 --:j-'qはみ

んなでリラン手作ってみようか l と"って、民家に11つ亡ワ

ラをもらっときて、木っちでトノ iンと1111し、て、ワランをfl
りましたのこうして、日本山地域村会に治むlT.iI'fj{両fiO子、あ

るいは弘、統を、JlI代から Ill{lへさりげなく受け波そフとして

います(スライド 8)。

コーポラティブ杭むというのは、軟かい、 ;，~i しいυi助を起

こしながら、だんだん物づくりに主る。私たれは、てういう

のを Action Oriented pjanning c呼んでおります)jlほ

どの]./{J}(のド例も、あるいは;引のほうの事例ら、し寸れも秒j

っくりありきという、いわば専門家が先に給与~:Ì的いてしまつ

のではなくて、 fどもも丈人も、 1iiJか楽しL、H¥長 1;に/1';;':さ

らしながら、 そこでむ凶f'&を内めてL、古、む識を L不ノレ干 に

しな刀、ら月三をfiっていくという、 Action Oriented Planni-

ngのプロセスの 端をかいま凡ていただいたのではないか

とJ!H、ます

スライド 8 世代間交流で伝承される 9 
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環境乍狩のあり様ということを目、たちは議論しております

が、それにプランニンクの)Iil、、コーポラティブil宅づくり

のh法と!!¥tらし介わせて lつのパ;艇を勺えますならば、アニ

メー/'ヨ/" !IVJ州、動く映酬の7-:-.メ ン沼ンを思いJ出くの

亡、ちょっとピ/と中、なし、かもわかりませんが、ここ C，jう

アニメーションとL、う 0)は、 J止を'[き '1きとさせるという本

来のアニメーンョンですハアニマというのは/)gのことでずの

で、まさに fどもがliーさ吐きと jし、を1喝さ '，'rたせてし、く、fnI力、

子どものJ:iJ、織を I~.;Jめていくというのがア二メ ユノヲ/で寸。

そ，1を Animation Oriented Learning とし、うふうに"

うならば、ちょうどコーポラティブ住むづくりのプランニ/

グのfriJ、と邸境学到の進めんに相l呼J，I:、するものがあるのでは

ないか、というのが， j' ~、たかったポイン i の i つです。

もう iつlは立、 fどもの視 l

整えようということが!ド戸問:η叶3可lりIi凶lけ川1ヰiつて、 fl'lI'，'、非IJ命的 fどもの

遊びの lirJJな山県在聞くとともに、 f立域というが1l¥Jをつくる

だけではなくて、 Hlcとしての子どもの1s日しそういう日立

'1"な子とものグループ形成を促すという点でも、 1つの技内

が見えているのではず;l、かと思います。

環境ι下i吋というのは、非常iこ多義的で、広い溜味をはらん

でおりますが、本H、コーポラティブ住宅のいくつかの事例

を通して、 1つのIE議長日える試みをするならば、環境学淘

というのは、子どもがJMりの環境と効m的に村凶作JII、判jij

浸透する古と力としてのコンピテンス今コンピテンスというの

は、心現学でnう、有機体が!日りのほ}i:iと生き生きと作}日を

起こす能力のことですが、そういうコンピテンス与を 1'11'，に高

めるプロセスが環境学 t吋なのではないか。

言い換えると、/[訊ありき棋のコ ポラティブ1tιでは、
あるテキストや、あるw定されたプ口グラムの，'1こ、住民や

子どもをiJIっ採るのごはなくて、むしろ、 JIIO主識のうちに怠

識が変わっていく οQ~I~ある偶発VI のト iこ、子どもの心が内
IIHから変わってし、く。そうした縦，古J識のうちに芯識が主わっ

ていくような、ワクワクする、 'Jき/1三きとした、悲しい活動

はおのずから子どもの魂を;;!itl:イヒさセる。それが、 Animati輔

on Oriented Learning (A () L ，)とL、うことになるのでは

ないか、ということです。

限諒臨書F桧;!~豆郡鴻哩肥~~曹圃園田園田園置盟国間田園田園田

その場合の牒境?マiにおける D翠J~~J とは何か 2 人の認

を束ねてみますならば、 6つの輸がお11いに関係を持って

;環:lJtJという包括的な蹴念の促えプJをしているようにむい

ます(図参照)σlつは、人工fk間系、もう lつは li然咋命

系です。人工空間系というのは、 JUII空間がし、かにfEかに仕

組まれているのかわあるいは、住p白内相'1に閉ざすのではな

くて、いかに外側に聞くかという、その開放性の仕掛けつ

自然生命系というのは、吹い共JIJ担問の中にも、ちょっと

した上があると、子どもは驚くべき悶険のJtiに、泥んこi控び
の場に変えてしまう、そういう上があったり、水があったり、

ときには火があったり、そういう始抑的な渡来 η それから紙、

そして虫、鳥という有機的な'1命休としての、"然のエコロ

ν力ノレな関係。家の内外に胤とか、 )Lとかという環境エネノレ

ギーをたっぷり活かすことによって、人LlI甘な波崎、人 LU(J

な装殴で人々が暖を取ったり、冷を取ったりしているlJ!代打

会、 j出Ni潔境jい!の時代にあって、れまう[11;~ の経験の'1'で、
環境エネルギーをうまく活)11することに、i'J妙、になじんでい

く、そんな刊掛けがどのように組みなてられているのかり

3芯11は、人間縄係系と汽いますか、 fどものドJ律的な勾

鈴集i到とか、イ出世代の交流とか、あるいは親と子がある紫政

関係をi虹りJ年ちながら、紛がさりげなく支援をし亡いる関係f

レファレンス・ノ々 ソ/とし、うのは、 L、わIX、正どもにとっ

て頼りになるおじさん、先ほどノーンヤノレ・アンクんという

れ:会教門学の ~'l 拡をり 1)11しましたが、これと 1 ， 1j じ Q~I~(で 9"
fどもにとって、組や先/1も9，iYiりになるけれども、よそのお

じさん、おばさんで、体!ったときに、 |あのおゥちゃん、お

ばちゃんに間1I、たらfnJでもわかんねん lとか、 [助けてくれ

んねんjという、そういフのがレブァレンス パ ソンとあ

り、あるサ クノレを形)J!i'しておりましたらレファレンス グ

ノレープであります〉そういう人ll\l と人!l~の ml納の中に、 f ど

もが安心してれつ関係がはえているのではなし叫、

1il¥11は、集住文化系という、いわば日常の fJj吊のリズム

とか、あるいはヰ治的ノレ ノレ先ほども 泌さんがぷされま

したが、 IJlずJというJIJlLHけがましいものではなくて、むし

ろ'U;IjのrJlで、おのずからみんなが求めるあるルーノ"長押さ

山していく。/レ←/しでJIJIし付けるの亡はなくて、，C'のおもむ

くままに、コミを集めたり、 Mll~をしたりする，Jj(の Ilt ，;，~を

したり、そういう活動がとてもと駐しいことに変えられていくじ

みんなが潔境管加すること、業しさを持って煩わしさを最り

越えていくような、ある似悌縦をみんながjむのし介うと、 l 

つの築住の文化に形成されどいくのではないかと思います h

11 'lÎ~' だけではなくて、 )111常的な!日本すもの多おさ。 浦さん

のおっしゃる、 |たくらみ|の多彩さということが、明かな

1取れの文化を()てていくのではないかと(

そうしたy;.zWJの系列と、ハー ドの系列と、人間、あるいは

文化というソフトの汗、州をうまく取り結ぶためには、体験活

動系という、アクションの系がi止るのではないか。 J提似体験

があまりにもF見1til会は広がりすぎであるけれども、コーポ

ラティブ住宅の中では、本物と触れるという、 ll'Hこやjかを体

験することの!ヰぴ、それが極めて子どもの感牲を内部から掃

さぶってし、くのではなし、か。

同時に、創造活動系。与えられるのではなくて、自ら創る

というクリエイティブな、物*を創ることに背熟してしく人

間的な再びの世界を開いていく。そのことによって l人ひと

りの子どもが自分らしくなっていく。

このようなことで、全体として「球域とはなんぞや lとい

う知識を得るというよりも、環境とのかかわりを大切にする

資勢。この環境は、 mなる自然、あるいは人工としての共!日

空間という物だけではなくて、人間1;1:、人間にとって妓大の

環境であって、人出lこ対しての軟かい感受性を開く。 1¥1.¥1し、知

識の体系というよりも、 '1吹かい感受性とか、あるいは創造力

の世界を1mいていくことが、コ ポラティブ村宅における自

然体としての環境学調の行掛けとして意味をはらんでいるの

也市白

ht~~ヱコ0 ，

主~l-J'lエコ出

関人間・環境系生成システム(当日の資料より)
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島(島正晃建築設計室) 小さい子どもたちの様子がお話

でわかってきたが、反抗期の子どもたちの様子査開かせ

て欲しい。

岡三浦 単純なものではないと思うのですが、反抗の対

象になるであろうものは、例えば綴であったり、学校の

先生だったりというふうな、{iiJらかの対象ではないか。

ただJi!にlせをすねている、というだけではないんだろう

と思うのです。総にはjぇ抗00になっていても、隣のおじ

さんとか、隣のおばさんには、そのままぷつけるという

ことは、あまりないですね。

僕なんかも 1'1分の経験から言って、やはり親父には

定の&.抗心があったけれども、隣のおじさんに崎みつい

たりするということは、あまりなかったような気がする。

隣のおじさん、隣のおばさんの存夜、あるいは小さな子

どもたち、つまり時分の妹だったら践とばしたりもする

かもしれませんが、隣の小さな子どもたちに「おねえち

ゃん」と時ばれると、この子にはあまり邪険にできない。

つまり、そうやって、緩和されるというのでしょうか、

そういう作用というのはあるのではないかと思うのです0

・延藤 大家族というか、関かれた家族の中での経験で

は、ひょっとしたら反抗する精神が吸収されてしまって

いるのかな、とし、う主L均〈します。

難波(成建築設計事務所) 人が変わらないで住んでおら

れますか。

河田(東京工業大学) 詩聞の経過とともにコミュニティ

の形態も変化していくと思います。そのときに、もやい

住宅は変化していくのか。

周延藤 ユーコートについて吾えば、 48lit悼のうち 4、

51世帯が、転勤とか親と同郎、また自主fの工場を別途作

られたとか、そういういくつかの理由で出た人はいます。

それぞれ出た後は、次に訟が人るかというのを管埋組合

が中心になりながら、またwて行く人が中心、になりなが

ら、話し合って決める。全然見ず知らずの人を、不動産

屋を介して入れるんじゃなくて、どういう人に入ってい

ただくかというのを議論して人りますので、コミュニテ

ィの質としては、 応継承されています。

ただ、非常に苛い経験は、 48UJ:帯のうちの 1軒だけ、

ハブ叫んの最もピークの時に売り逃げした人がいました。

決して良いことずくめではない。 48世帯の中で、そうい

う出来事は当然起こるわけですが、それでコミュニティ

にひびが入って崩壊していくのではなくて、そのことを

し」九1い~"Iぺ勺手禅語訴手 川

μ守石s コ£仁肘づ也泊

へ色村 J 千平ら

;!， ~-i i. ?'!>! 

e 々人白1
4、'.，.'¥ 

tザリバl

孫叫TO>f;:->ヌ

そ昇、環'-jil

叩明い時t

叡 kt~;\氏

戸、常主代工

耳
目
泌
氏
四

畿地

きっかけに、余計強くなるといいますか、料が強まると

いう結果になりました。

鈴木例えば池とかに落ちて溺れかけるような子が出た

り、有害なペットを池に捨てる人が出てきたりとか、そ

ういうことがあった場合には、どのような処置をtられ

るのですか。管E里費、修繕維持費といったものはどうい

う状態ですか。

鵬延藤 IUlで怪我をしたり溺れたり、ということは起こ

っていません。というのは、閉まれた空間で、みんなの

リピングノレ ムが中庭の史民J~lli に向いていまして、みん

なの日が、 1=1:1挺にi向かうようになっているわけです。 深

さは 20 cruほどで、浅いものです。

縁の育成管理のプ口セスにおいては、 トラブノレがいっ

ぱいありました。ちょうど入居後 l年目で、子どもが中

庭で遊びすぎて、ものすごく緑が諮みつけられたのです。

管理組合では、 「あんなに緑を踏んづけられたら、緑が

駄目になる、織をしようじゃないか」という広見が出た

のです。でも、 i 子どもがいま踏んづけているのは、子

どもが緑についてよく知らないからではないか。子ども

に、総についてよく知らせよう」という提案があって、

{中庭探検隊j というものが組織されました。 地図設討

をした設計者に、ここにはいまこんな花が咲いていると

か、ここにはこんな緑があるとかいうのを♂述り説明し

ながら、遊び心をもってガイドしてもらったのです。そ

ういうことを繰り返しやりました。また、iL!UJ的に『中

民主だよりJというミニコミみたいなものを刊りました。

それが 11手続きましたら子どもも、また緑に関心のな

かった大人も、意識が変わっていったのです。総を踏み

つけられるから榔をする、という管理発想ではなくて、

むしろ緑について、みんながもっとよく知ろう、知iるた

めに楽しし叶i掛けをしようということがあったわけですυ

もう lつは、毛虫が増えたり、子どもが蜂に刺された

りしています。ある立の夕方、小学校 4年生の!JJの子が、

あのうっそうとしたヰむらで、絡の栄を見つけました。

あるおばあちゃんに相談したところ、 lユーコートの中

庭にいるのはアシナガノ、チや。アンナガハチは人間がJ!1.i，

いことせん限り絶対車jさへんねやc ここは虫も蜂も人間

も、みんな一緒に生きる所や j と前われました。

柔かL、行法で、ユーコートには何でも11まわせよう、

凶い管理は危険だから取り除くという考えです。従来の 唱噌

大人の常識や発怨を超えて、子どもが日詰'の経験の中で、 I I 
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そういう危険なものとも援しながらでも、生命あるもの

と共に生きるということなんです。

管理賀は、普通のマンンョンと一緒です。[，前で維持

管唆していますから、 "1常に安いんです。でも、中長期

修繕積友金というのは、普通のマンνョンと同じように

積み立て亡います。

有路 コミュニティを育てるのに、ちょうどよい大きさ

のコーポラティブは何戸ぐらいだとお考えでしょうか。

種隙(都市計割問人) いわゆる大規模なコミ aニティ、

小規模なコミュニティ、それぞれの長所、矩所はどんな

ところだと感じておられますか。

厩三浦 十方舎が101立市、クラフ卜とウリプが91'日荘、
あるじゅが13目指です。地域でその時!VIに何とか災成し

たいと願っている i人ありさ j というところから始まる

ものですから、自世帯、 lO-IlU1:;というところで積4私的な

詳悩をしているわけではありませんG ちょっと小さいと

思っています。

どのぐらいが適当かというよりは、;三きすぎるのは災

合が惑いだろうと111っています。例えばMかトラブノレが

発11したときに、人の級とその役割とL功、ますか、そう

いったもの、総称して人の顔とでもいうのでしょうか、

それが即座にみんなに認知できる、そういう総聞という

のが、良い具合なんじゃないかなと思うのです。多分そ

れは、 30戸とか50!iとかという規模が、ギリギリのとこ

ろじゃないかなと、側人的には思っています。例えば、

100F、200戸、あるいは300i三とか500Pとかという胤棋

で考える場合でも、 30Jiから50戸ぐらいの立?をいくつか

っくり、それをつなぎ合わせていくというふうな形にし

たらいいのではないか。

在、どもは、 埼ヨリ県1AL土け}厄己;市Hて
そこにt甘iんでいfたこ人たちが、そのままそこに住み続ける

というスタイルのものも応波しています。それなども、

大きく I11Iをかけるのではなくて、 40-5日戸ぐらL、ずつ、

30戸から50!ヨくらいの別段で、i11Ji1してやっていき、そ

れで継続しながらつながっていく。スタートから人民ま

での11日目の!llJ足立もあるし、そういうことも考えてみると、

そのぐらいが日み始めてからも、ちょうどj追いぐらL、か

なというふうにjιいます。

酒延藤 ユーコート 4811t1WをlHみ iげ亡いく際、位一誌の

中で的戸がし、いかという l活をしたときに、伐は 6のm数

が窓味があると nったのです。日本人のコミュニティの

阪市伏はIIijこう…粁iilJ隣のかHにあると。

liiJこう三申rlillJ隣で 6 、仰の 12 というのは、 !-l~);(O) ?り

ブ、十方会、大阪の IXilll創|の刈j由制1，山山でのlむ古川f

のノ¥ウンング。そうし、うプロゼスそかし、まはまコu、も

めたときに、いくら e川、介っても品jJ虫しなL¥事す{jf.こ

ziL、fkえるfごけ z品、fTえる、モ，1には12軒がl'l、ところ

ではなL、かけ 21になるとどうなるか 12粁ではコモ/と

いうか、集会!引をl'!jつのがしんどし、 2，[になる Jお"い

に5，がぐらいずっ日ちIHして、 j七II;jのツド1I首長明かにしょ

うか1-いうことになる門コミュニティをild!J化させる主)¥'
~ ~ '，~ 

f?がilL:KJがる 併せ亡、¥1'1:ぐさま快勝が父わせるよっ

な近税関係ができるc

そのif}OH8とし、ぅ ωIJ、I1本の11、!Fk(出な、[1、工した比
三j¥i，正UiiせをfIり IUしたu二iJiには、 48jiがtl、とL、うこと

なのでよ。 48というのは、 Jえが守Uk-lいうスウーノレなん

です。たまたまユーコートの阪地l.l、背後に品川、 fliil
に戸illてがありましたから、その}I illての tjl拙iとω1¥'11の
柑めて紙織的な;止仰に対して、 11分たちの£らかし、創立

ちのあるぷ似をつくるためには48)ijf¥いいという誌にな

って48が生まオLたのです。

6軒でもいいとEft、ましたが、やはりコミコニティが

持続するためには、僕らのいままでやってきた経験知と

しては、 10車|とか12軒というのが、故紙規模ではないか

と15います ο l2'I汗というのは、どういう芯:味を持ってい

るかは、どんなに釘必をしても必ず収拾できる。それは

和jを芯味しているかというと、価値観が同じ者が集まっ

て別かれてしまうと、もうil'HUができないのです。迷う

者向 i が集まって、そして対立しても、また第 3 の ItY~

b、iJ¥てきて、またi主う剖j必が見えてくる。 12軒という単

位では、結構いろんなタレント、いろんな知恵を出し合

える関係がflまれてくるわけです。トラブんがおこって

も、それを乗り越える力がある。

また、毎J1そのコミュニティの活動のために)JをIUす
のは波れます。数が少ないと直ぐ波れてしまう。でもは

軒あれば、半分I-Uていれば形になります。そういう意味

で12軒とか18事!とか。世界の内政!の平均値が18人なので

すη これは、どんなに恒嘩しても、あらゆる分野の意見

が1.1:¥し合えるという数で、これが政治を引っ仮っていく

内閣の単位なんです。 12とか18というのは、小粒で手づ

くりのコミュニティをつくるには、非常にいい数です。

越智 コーポラティブに参加する人は、どうやって集ま

るのですか。

中村(地域総合計画研究所) 現在、特に都会では土地の

取得は難しい。この点がもう少しスムーズlこいかないと、

コーポラティブは普及しないと思うが。

山下(風土社) 都市部で賃貸型コーポをするときの地主

さんのくどき方を教えて欲しい。東京都世田谷区でコー

ポをやりたい数家族の 1人です。土地情報を飲み農で収

集していますが、頭の良い不動産屋策建築展が、みんな

見 }(~-\1~' .1"寸町 ' 、γ
.(¥"、久.'(.，..¥¥ち

九令、'，C与がz



fせたがやの家(*参照)Jにしてしまいます。

盟国三浦 いままでJJ<々 がj]f訂してきた例で出うと、 J，H私

的には人はやはり集まってくるものです n

!僕たちと 絡にfIもうよ!という、つまり 絡にIl

んで、こういう夢が実刻する(;jJIJに家を持つことが母子だ

という品;味ではなくて、こういう Ij'.fl1iを 絡にやれると

L 叫、じゃなL、かという、そうし、う持ちかけh、'itするに

家を11うという感覚ではなくて、どういう刊訴をこれか

らしていくか、殺と 絡に、どこでどういうふうにして、

これからせ治するかというイメ ンを、飲みながら訴を

する、というスタイルでやってきたのが、いままでは多

かったようです。

例えば、クラフトの場合には、平んたちが公[，1の骨℃に

住んでいたのですが、そこで 1')治会などというのをやっ

ていて、あるときに 杯やりながら、 ! i1(が狭くなった

けれど、公[-111立地築できないし jというふうな認で、

f我々は金はないしJというふうな誌をしていて、 lこ

んな方式だったらやれるかもしれないね lという、冗談

半分みたいな話から、少しずつ認が進み始めて、 iひょ

っとしたらやれるかもしれないね」というふうになって、

みんなで Ui由を保し歩いたのですO

やはり、人集めというのは、 IU分と 絡にこれから

の生活を者えていこうよ」というふうにして呼びかけ、

それの核になる人がいる、この 2本で大体いけるのだろ

うと思うのです。

クラフ卜でも、あるじゅでも、途中で 3位指の入れ替

えがありましたr 治中でうと換があったと~ jっても、やは

りいろんな条件があって、そういう ['IJ阪をせざるを得な

いということになるのですが、新しく入って来た人は、

むしろ訓市にコミュニティの中心に座る人が多いのです。

)J式だとか内容が、務総がかなり附まったところで入っ

て来るものだから、呑み込みが11-いというか、そういう

ことがあるのかもしれません。

いずれにしても、そういう形で、すべて副長も知らない

人はいないc 必ず設かの友達、話t;かと必ずつながってい

るというれき方ですから、 Eいに連帯保証をしているみ

たいな形ですので、そういう蕊味で人のつながりという

のは強くなる。

・延藤 いまの IJJfさんの、飲みながらいろいろ土地の

情報を集めておられるiJ1iifYJぷりは、非常に函I'il、なと[l

って恒jっていました。良い土地というのは、合部、 「せ

たがやの主主Jにいってしまう。 cせたがやの家jは、地

王さんの土地を、良い賃貸住宅にする手立てとしては、

いいイj組みを持っています。でも、それは#常に冷たい

システムです。住み手の気持ちがこもっていなl'0ただ

恭準どおりに造ったらお金を余計に貸してあげますと、

ただそれだけの話で、公共が支援するものとしては弱い。

lせたがやの家 jは、f，[1，fJ幣備士制がし、ま 111吋していま

すが、今後~Mかい Jlllの通ったンステムに1'1縦IA.しないと
し、けなし、、と i忠し、!Uされてし、ま1ο

それは事ぜかというと、 i也i均吋"Jのためにアパート紙刊

をするのかということを与えてみるのこれは、会11のi活

と、悦合対策だけではなくて、やはり地域にあって、 11
み T とどうま/iび fr うか、iIみ F とどっ父~;tはるか、 J由 j，Æ

討会の併創造にどっ1'1分のJj也がi'i献するか、そういう

悦山を持とうハそのためには、地 iのむぷ変えをド!って

いかないといけないv ユ ザーのほうも、ただiJ:.t、もの
がき主く fに人ればいい、という吹いな識ではなく、いろ

んな附鍬を円分たちで乗り越えながら進めてしペハそう

いう住み Jの多加のJJAと、地上の参加の)j"を、どう

結びiTわせるかというチャネルづくりを、 |せたがやの

家」のj'l来像として，官、い描いているようですい

環境~~.f~IIが子どものための、というのがすっと品議に

あったのですが、 j出iのための環境学刊というのも!tiる

なというのが、いまの山!さんの問題提起でわかりまし
守+

~。
これは[)治体的イ[;1J'もでもあるし、あるいはttKの方々

が、良い地主ーとどう LU会えるか。いままでは土地の情報

は全部、経済のメカニズム的中でし泊イ十動しなかったの

を、もう少し子どもをどう地域でffてるのかとか、みん

なが盛かな人!町民j係をつむぎ出すにはどうすればいし、か

とか、 I也ヨも年をとっていく中で、 Yじ主Lなピチピチした

日み干に{1んでもらうと、風邪をひいてi山正が桜こんで

いるときには、 n午却に行ってもらえるとか、ひょっとし

たらJ:Jft"、すを押してくれるが伎者が羽れるかもわからな

いとか、そういう立え合う環境をfl日フていけるのではな

し、か。

現代討会というのは、ドロド口してJQ:ゴ?なところが込

み入っているのですが、この環境学科の誌は、そういう

ところに光を当てる新しい切り uを見せつつあるな、と

いうふうに思ったのですが、いかがでしょうかυ

j*せたがやの家(借り上げ公共賃貸住宅)

中堅所得痛や出齢者24への住宅供給施策として、

建設省が実施する特定俊此賃貸11宅供給促進制度を

活用し、民間の上地所有有が建築した良質な賃貸柱

宅を、世間谷区都市設]iij公社1依り上げるものであ
る。

t世田谷収はこの事業に協力していただけるKlmの
七地所有者に対して、設計費、既存木iS賃貸住宅の

徐却費、 J与問>>Ii設設備費の一部に対するJJ}jjjxそを行う。
また、入居者に対しても家賃負担1の斡減を凶る。

([tl，世l谷保政概要， 95より)
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コーポラティブ住宅づくりが投げかける f緩やかなしくみJの重姿性
一地域に関かれた教育という視点でー IJ、津紀美子

i止後に延藤う¥;'ドがおっしゃったように、 11本村会全体

(j)イ1り様が、 fどもたちの問題に結びっし、ているという

ふうに、紅、は感じています。

文部省でも教([を学校だけでやるのは限界がある、と

いうことに込がついています どういうふうに地域に部

かれた教内をしょうかということで、文部行関係のある

JIJI刊の線iisvきでも、そういったむ識がJf:'fl~' に li~ <、子と

も i 体の~tWiへの転換をしていかなければいけない、と

いうことが出てきていますハちょうど今、中~主教育審議

会の委I司会が発足して、そういった J~を線られたlI!i' I起の

中でどういうふうに取り入れていこうか、ということを

考えているわけですハ学校教育は 511市IJになりますから、

その'1'で、家路と地域と学校の述lltをどうするか、とい

う辺りが、いま非常に11fJわれているわけで、その 1つの

邑i答が、このコーポラティ 7'活動の中から出てきている

のではなL、かと感じましたc

それは、いろいろな課題とかそういうものに対して、

子どもたちのぷ欲をどう引き出すかということ。これは、

多分コミュニティのつながりの中から昼まれてくるもの、

かつては地域の中であった教宵力ということに結びっく

ことではないかのまた、:~~!ーかな学習としての学びの価備

の転換ですのいままでのように、先!jたちが教え込むの

ではなく、やはり円分のな欲の中から、学ぶ意欲を引き

出す。延藤，t'Jが、心理学の言葉で Eiわれたコンビテン

スという』既念が、それに該当してくるのだろうとι川、ま
す。これが、やはり学びの咋li植の転換の lつです。

また、学校的なj主張ですが「学びがいのある多極多綾

な主主閥的学科材の開発」ということになっていくと思う

のです。そして、それを地域に引っ仮り出す、あるいは

地域の方たちに字校に入ってもらおうという、そういう

相立の中で共感し介うやり取りです。尖は、縮問では燦

境学習の Fどもたちが、地域のまじさんに来ていただい

て、 Jtに:'1'びfTうという場、あるいは教材をflっていこ

うということをやっています。また、子どもたちの体験

学習を重税す。ということリ教師と地域の人と)tJHL分

担しながらやっていこうという取り組みも始めています。

多様に求められている、 fどもたちの側性を伸ばすとか、

最終的にはI1きh、1'1己実現が:'j!:校教(1での諜題だと思

うのですが、それをFうするかは、もう?校だけ cc:t限
界があるわけてPすから、それを地域の人たちと Jlhi]して

いこうとしづ、そういった悦ぶからもやっ亡いこう三い

うことです。

学校教(1のいちばんの|問題は、地域的対(曲がないとい

うことです。 fどもをjLる[1、愛情ある 11iJ{必盟なわリ

で、学校ではとうしても制則的な詐{曲になっているわけ

ですc いまこの fの"j':プjがどうなっているか、というこ

とで詳細する。そういった評悩在J!も1'1椛怒しなければい

けなし、とし、う』見出に江って、 L、ま_~，!，il'l.しをしようとして

いるのただし、 11~，人というのはまじめですから、ほが

関でいろいろ考えても、末端のほうまでいくと、ものす

ごいマニュアノレに紳られた、そういうものになっていく

のであって、この{I教fiフォーラムごも、いままでの質

問を伺っていると、そういう ij-~~がll\ていたような気が

するのです。それは、日本人全体に、いまlIiJわれている

ことではないかと、日、は皆さんのやり取りを1ri]っていな

がら感じていました。

そういったものに対して、私たちもこたえていかなけ

ればいけないし、 γ校にも入ってし、く、あるいは地域で

も、 Fどもとの交流を深める場をもっとれってもし市、の

ではないか。今まではどうも、すべてを学校におん』くす

る、あるいは教育の問題すべてを親にぶつけるという形

で、 Mかi!i任転嫁をしていたような気がするのです。そ

こをもう少し緩やかな付組みをれってしぺ。試行錯誤で

やっていくということが、 21世紀に向かつて求められて

いるのではないか。そういうことを、このコ ポラティ

ブ住宅づくりというのは、投げかけているのではないか

という気がしていますの

l日位紀、あるいは18Uk紀の教肖側、あるいは教育者は、

背さん建築のほうをやっていた人たちなのです。 私たち

住築の数百を 4受けてきた者は、総合的にものを比亡いく

という、あるし、はイノターラクンョンでものを凡ていく

という訓練をされてきた。あるいはものの思考のi曲脱を

訓練されていたのかな、という印象を持っています。

こういう活動が[lIの中に広がっていく、開iし、を投げか

けていくきっヵ、けに、おそらくなっていくのだろうと、

JUJ待をしています。



惚れた環境学習のための 3つの視点

一楽しいたくらみ、自由ななりゆき、意味ある偶然性一 延勝安弘

前倒、このフォーうムに、イギリスのアイリー/ ア

タムスさんがお見えになって、そのときの彼女のキーワ

ードの 1つに fヒドウン カリキュラム(隠れたカリキュ

ラム)1という言mがありましたU

コ ポラティブ純宅は、隠れた環境学科プ口グラム、

アダムスさんのλうヒドウン カリキュラムを生み出し

ている状況が、今日の京闘の事例の中に見られたと .I~ う

のです。

環境学留を、公的な学校教育的プログラムにどう乗せ

るかという、明示化されたカリキュラムの開発1:.夫も、

もちろん二三事だと思いますが、活11地において、何気な

く口市の生活を~主して、子どもたちが何か生きる i で大

事なことを学んでいく、そごういう i憧れた環境学 ~1プログ

ラムという占では、 3つのキ ワ ドがあったかと思う

のです。

iつは「ワクワクする柴しいたくらみ jというもの。

予定された、あるきちんとしたプ口グラムではなく、む

しろかかわる主体が、特に親位代が子どもに対して、干高

級f自に何かを段げかける、たくらんでいくという、この

たくらみの質が、'Aは子どもにとって、ワクワクする遊

びの限界へ引っ張っていくのではないか。

2番目に、その状況の中で自 111t" tよりゆき、というの

を大事にしようということ。仰々しなければならないと

いう shouldの世界ではなくて、こうしたらこうなるか

もわからないなあ、という may祉の世界に、みんな拙

いでいこうではないか。状況の'1'で、 ['1111ななりゆき、

そういう柔らかい視点が火事だろうということです。

3つけは、主主味ある偶然性というものが'1み出されて

し、くとL、うこと。虫に刺されるとか、子を切るとか、そ

ういう日常の出来事、ちょっとしたトラブルは、見jJを

変えれば iラフ叫んを消しゴ、るという管理発怨ではなく、

トラブノレを送にエネルギーにして、 fともたちに、共に

生きる担h値をM丸なく気づかせてやる、

そういう意味での、いわば邸未ある偶然世、偶発性を

生みIYIす、隠れた環境学'&:1プログラム。そういったヒド

ウン・カリキスラムという滋味を内包している成境学尚

としてのコーポラティブ住宅が成立するためには、での

i体として、やはり組l札代が lつの山代で!剖まるのでは

なくて、できたら多世代が交流できること、そしてチど

もたちも兵年齢の集1'11を作り得るように。 場所として、

鉾合としての殺かな共同JP郎、ちょっとでも 11分たちの

専用主尚をwし合いながら、共用のY}!.Il¥Jをfまかに守る、

そういう価値観に夫人世代が[tl]かっていくこと。そして、

人工環境に、できるだけ生命ある自然を振りつけていく、

白扶を介在させてL寸 c そういう舞台がセツ子イ/クさ

れると、ヒドゥ/・カリキュラムという仕組iみが向ら立

ち上がっていくのではなかろうか。そんなお訴が、議論

の合間に見え隠れしていたように思います。

fどもだけではなくて、地主も巻き込んで環境学臼の

H掛けをどう仕組iんでいくかというのは、ちょっと今iiil

のテーマからはズレるようで、実は環境学三r5iは討会心、

あるいは人の生き}j全体を揺さぶっていき、あるシステ

ムから逸脱させていくよに、 E主要なテーマとして、少し

時をかけてお互いに反すうする機会が持てればと思って

おります。ありがとうございました。
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